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学位論文内容の要旨

  雲南省は標高差とモンスーン気候とにより多様な生物種の宝庫となっている。熱帯、亜熱帯、

高山帯の下、様々な食用作物、野菜類およて財b瀕が栽培され、国内農産物の5大供給基地のー

っとなっている。しかし、近年、Rhizocton厨菌によると見られる病害が各種作物で多発生し問題と

なっている。Rhizoctonia菌は分類学的には菌糸細胞当たりの核数によって多核と2核に二分され、

それ′ぞ加崖ミ物的、遺伝的特性の多様な菌楜群を含んでいる。現在、その~SIJは菌糸融合群(AG）

とサブグンレープとにより行われ、多核のR舶切釘はAGd～A（｝・13、2核甜ぬw劒伽はAGA～AGd7

の存在が知られ、さらに数種のAGにはサブグループが存在する。病害対策上、痛甥で菌の特定は不

可欠であるが、中国南部の熱帯および亜熱帯における勵切政械菌による作物病害、特に野菜類お

よび花卉類では病原菌の種や種内群はほとんど分かっていない。本研究は雲南省各地（郡・市）

におけるイネおよびトウモロコシ、主要を野菜類船よぴ花卉類の．勵呶繊む病害と病原菌の種、お

よびAGとサプグンレープを明らかにすることを目的とした。病原菌の同定は、分離菌の形態的およ

び培養的特性、菌株間の菌糸融合反応、病原性、5．8SrDNA－rrs塩基配列などに基づいた。

1．イネおよびトウモロコシのFhizoctaqia菌による病害と病原菌の種・菌糸融合群・

    サブグル―プ

  イネの紋枯加獻は雲南省各地で発生し被害が大きbヽ 。14地域（郡）の罹病組織からの分離菌

は、多核のiR so細釘AGlM（66％）と脆ぬロs卿．の菌糸融合群VぬG．Z（20％）が大半を占めた。その

他R閉切WAG．lIB、AG・‾lIC、AG4も認められた。出穂湖イネに対する病原性はAG‐11A、AGBb、

A（Mで強く、AGdICは中程度、」｀lIImはほとんどなかった。紋枯れ症状の主因はAGInとA（斗Bb

の感染によると結論づけた。

  紋枯れ症状株はトウモロコシでも各地で発生していた。5地域からの分離菌は脇カ細spp，の

WAG．Zが最も多く（37゚ /／o）、次いでR舶細ガAGー11A、AG＿11C、AG4韜よびAG5（9～28％）であ

り、まれに2核耐ぬ仇駒門むAG．Aが見られた。出穂期のトウモロコシに対する病原性はAGdIAで最

も強く、ついでAG‐lIC、AG一5、WAGZであり、AG4とAG・Aはほとんどなかった。トウモロコ

シ の 紋 皓 れ 症 4こ は イ ネ と 比 較 し て 様 々 な AGが 関 与 し て い る こ と が 判 明し 恕
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2， 各種野菜 類のRhizoctcnia菌による病害と病原菌の種・菌糸融合群・サブグル―プ

  雲南省では湿潤な天候下、多くの野菜類でRhizoctonia病害が各地で発生している。

    熱帯雨林南部のXshuanbana地喞瀞i尠くクチョイ、ハクサイ、タイサイ、リーフレタス、ミント

に葉部腐敗が発生し問題となった。病原菌はいずれもR soloni AG-1 lBであることが明らかとなっ

´た。またダイズ、エンドウ、インゲンマメ、パクチョイでは根腐加症状が恒常的に認められ、病

原菌はいずれも2核Rhizoctonia AG-Aであった蕊駲群の飃塩艶己歹Uは日本産のAGイと高b噸

似度・（9舛100％）を示したことから、両者は同一AGである可能性が示唆された。S面ao地域ではアマ

ランサスに茎腐れ症状が発生した。病原菌はA（Mに属し、そのサプグンレープは最近外国で報告さ

れたAく糾の新サブクれーープHGmとロS塩基類似度が高い緲1000／o）ことから、HGmと同定した。

    亜熱帯中西部のD缸mg地域ではキャベツに結球部腐敗、インゲンマメの莢腐敗、セロリーに苗

立枯加めミ発生した。分離菌はR舶昆卿AG4HGIに属し病原性も強いことから、病害ぼ本菌群であ

ると特定した。中西部のぬ舳ing地域ではショウガに塊茎腐敗が発生した。分離菌は全て2核

耐ぬ卿閉ぬのA．G‐Rであった。ショウガに苗腐敗を起こすほか、パクチョイ、アマランサスに苗立

枯れを起こしたが、ダイズ、エンドウ、インゲンマメでは根、葉鞘、胚軸に軽度の病斑のみであ

  り実害はないと見られた。

    亜熱帯中南部のYu脚弸】地域ではフダンソウに苗立枯れが大発生した。原因解明の結果、R

恥た捌AくHHGIによる病害であることが判明した。

    そのほか、亜熱帯中西部のl画洫鴫地域でサトイモに根頚腐敗が見られ、病組織からは2核

勵泣ぬけぬAくトFが多く分離された。病原性は未確認であるが、本菌群による病害の可能性が高い。

3．′花卉類の肋´ねた聊ぬ菌による病害と病原菌の種・菌糸融合群・サブグル―プ

  雲南省ではカーネーションほか、花卉類の栽培が盛んである。
  中部のKlm面ng地域ではカーネーションに苗立枯れ、茎腐れが発生した。原因はR闘た捌AG4

HGlであることが分かった。

  亜熱帯中西部のA剏mg地域ではカバノキに苗立枯れが発生した。分離菌はR恥鰤」蛤lmと

AG4HGI丶およて陀核耐｜i勿¢加ぬのAG中とAG・Rに属した。AG一P、AGーlIB、AG－R、AG4HGI

の分離率は各々48；o／o、39％、8％、3％であった。カバノキ幼苗に対する病原性はAG一1mとAG4HG

Iで強かったことから、病害はこの2菌群によるものと特定した。雲南産のAG・P菌株はrrs塩基配

列において日本産AG・‐17と高い類似度（9舛100％）を示し、遺伝的に近縁であるが可能性が示唆され

    ー

た。
  亜熱帯中南部のH（mghe地域ではモクレンの苗圃に苗桔れ症状が発生した。病原菌はR舶た耐

Aく｝4に属し、サブクンレープはrrS解析結果からHGmと一致することが明らかとなった。

  上記の病害のうち、中国における新発生病害として、（騁彩纈ではAG-1 IBによるパクチョイ、

タイサイ、ハクサイ、レタスおよびミントの葉腐病、AG-4 HGIによるキャベツ結球腐敗病、AG-4

HGmによるアマランサス茎腐病、AG-4HGIとAG－Aによるフダンソウ苗立枯病、A（〕・4HGIによ

るインゲンマメくもの巣病、およぴヒロリー苗立枯病、＠硴ゴぉ買ではAG．P、AG一lIB、AGポ、AG4

HGIによるカバノキ立枯病、AG4HGIIIによるモクレン茎腐病、Aくコ4HGIによるカーネーショ

ン茎腐病、を認めたまたR舶細｜AG4HGI、AG4HGm、2核勵め戚淅むのAG‐A、AGポ、AGヤ、

A（Hくは中国内分布の初記載である。

  以上のことから、中国雲南省では勵め砒’′ぬ菌に多様な系統（菌糸融合群とサブグループ）が

存在し、様々な植物に感染し被害を与えていることが明らかとなった。本研究の成果は熱帯アジ
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アおよぴ中国における環境保全的なりゾクトニア病害管理技術の開発のための、基礎的知見とし

ての利用が期待される。A｝―RおよびAGやに属する菌株は国際的に枯渇していることから、雲南

産のそれらA（蹴は研究ヒの利用価値が大きぃ丶。
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学位論文審査の要旨

    学位論文題名
Studies on Rhizoctonia diseases of field crops

    and characteristics of causal pathogens
    1nYunnanPrOVlnCe．China

（中国雲南省におけるRhizoctonia菌による作物病害と

    病原菌の特性に関する研究）

本論文は図10、表19、総頁数130の論文であり、別に参考論文4編が添えられて

いる。

  雲南省は中国内農産物の5大供給基地のーっとなっているが、近年、Rhizoctonia菌に

よると見られる病害が各種作物で多発生し問題となっている。Rhizoctonia菌は菌糸細

胞当たりの核数によって多核と2核に大別され、それぞ加往物的・遺伝的特陸の異なる多

様な菌株群を含み、多核のR soム′2rで13種(AG一1～AG一13)、Waitea spp.で2種(WAG-O，

―Z）、2核のRhizoctonia spp.で21種(AG-A～AGlII冫の菌糸融合群（AG）が知られている。

さらに数種のAG内にはサブグループが存在する。中国南部の熱帯や亜熱帯における

勵j勿c拗コぬ菌による作物病害、特に野菜類及て鼎．ニ卉類では病原菌の種や種内群は不詳で

ある。これらの解明は病害対策上不可欠である。本研究は雲南省各地で発生した作物病

害とその病原の特陸を、分離菌の形態的及び培養的特陸、菌株間の菌糸融合反応、病原

性、5．8SrD：NA－ITS塩基酉a列などに基づいて明らかにした。

1．イネ及びトウモロコシのRhizoctonia病害とその病原菌

イネとトウモロコシで紋枯れ症状による被害が雲南省各地で問題となっている。病原の

同定の結果、その主因はイネではAG－IIAとAG-Bb、トウモロコシではAG－lIAであること

が明らかとなった。これら菌群のほか様々なAGやサブグループが病組織から分離され、

特にトウモロコシではその種類数が多いことが判明した。
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2．各種野菜頃のRhizoctonia病害とその病原菌

雲南省熱帯雨林南部では湿潤な天候下、パクチョイ、ハクサイ、タイサイ、リーフレタ

ス、ミントに葉部腐敗が発生し問題となっている。病原はいずれもAG-1 IBであった。ま

たダイズ、エンドウ、インゲンマメ、パクチョイでは根腐わ症状が恒常的に発生してい

るが、病原はいずれもAG－Aであった。本菌群のITS塩基配列は日本産のAG一Tと高い類似度

(99―100%)を示したことから、両者は同一．AGである可能陸が示唆された。アマランサスで

はAG一4による茎腐病を認めたが、そのサブグループは最近外国で発見されたサブグルー

フ 爾 mと ITS塩 基 類 似 度 が 高 い （ 99― 100％ ） こ と か ら 、HGmと 同定 した 。

  亜熱帯中西部ではキャベツに結球部腐敗、インゲンマメに莢腐敗、セロリーに苗立枯

れが発生している。分離菌はいずれもAG一4HGIで病原陸も強いことから、病原は本菌群

であると特定した。また、ショウガに発生した塊茎腐敗はAG・―Rによることが明らかにな

った。

  亜熱帯中南部ではフダンソウ苗立枯れが大発生した。病原はAG－4HGIであることが特

定された。サトイモでは根頚腐敗の発生を認めた。病組織からはAGヰが高頻度に検出さ

れたことから、本菌群による可能性が示唆された。

3．花卉類のRhizoctoniaY~害とその病原菌

雲南省中部ではカーネーションに苗立枯れ、茎腐れが発生した。原因はAG-4 HGIである

ことが判明した。

  亜熱帯中西部ではカバノキに苗立枯れが発生した。分離菌はAG-1 IBとAG一4HGI、及

てBAG-PとAG-Rに類別された。幼苗に対する病原性はAG－1 IBとAG-4 HGIで強かったこと

から、病害はこの2菌群によるものと特定した。雲南産のAG冖P菌株はITS塩基配列におい

て日本産AG-Uと高い類似度(99_1000)ro)を示したことから、両者は同一菌群である可能陸が

高いことが示唆された。モクレンの苗圃に発生した苗枯れ症状は、AG一4HGmによるこ

とが明らかにされた。

以上のように、中国雲南省ではRhizoctonia菌に多様な系統が存在し、様々な植物に感

染し被害を与えていることが明らかとなった。また中国における新発生病害として、パ

クチョイ、タイサイ、ハクサイ、レタス及びミントの葉腐病、キャベツ結球腐敗病、ア

マランサス茎腐病、フダンソウ苗立枯病、インゲンマメくもの巣病、セロリー苗立枯病、

カバノキ立枯病、モクレン茎腐病、カーネーション茎腐病、の13種類を明らかにした。

また兄solani AG-4 HGI、AG一4HGm、2核RhizoctoniaのAG-A、AG-F、AG一P、AG-Rは

中国内分布の初記載である。本研究の成果は熱帯アジア及び中国におけるりゾクトニア

病害対策技術を構築する上での基礎的知見としての利用が期待できる。またAG-R及び

AG一Pに属する菌株は国際的に枯渇していることから、雲南産のそれらAG菌株は学術ヒの

利用価値が大きい。

よって審査員一同は，楊根華が博士（農学）の学位を受けるに十分な資格を有するも′

のと認めた。


